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き
ら
り

　
共
済
委
員
と
損
害
評
価
員
を
務
め

て
８
年
目
で
す
。
地
域
の
た
め
に
な

れ
ば
、
と
い
う
思
い
で
続
け
て
い
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ

る
農
家
の
声
を
聞
く
こ
と
が
多
く
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
、
昔
な
が
ら
の
「
は
で

干
し
」
で
米
39
・
９
㌃
と
、
家
庭
で

食
べ
る
た
め
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め
に
も
、

今
後
も
農
業
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

パ
ー
ト
ナ
ー

た
か

は
し

の
ぼ
る

北
広
島
町

高
橋 

登 

さ
ん 

(74)

　
市
内
の
美
容
室
で
働
い
て
い
ま
す
。
頭

皮
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
ヘ
ッ
ド
ス
パ
も

担
当
し
て
い
て
、
お
客
さ
ん
に
「
気
持
ち

よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
方
に
、
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

　
家
族
が
米
や
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
私
も
楽
し
み
な
が

ら
、
野
菜
作
り
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

肥
田 

さ
や
か 

さ
ん 

（32）

ひ

だ

三
次
市

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
か
た
る
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
と
い
う
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
の
内
容
が
覚
え
の
な
い
こ
と
な
ど
、
疑
わ

し
く
感
じ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第 号41
2024

ご
注
意
く
だ
さ
い

！　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
、
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
農
業
保
険
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ち
ら
を
読
み
込
ん
で

友
だ
ち
登
録
！

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
ろ
う
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
情
報
を

い
ち
早
く
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！
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特集 水稲の損害評価が始まります水稲の損害評価が始まります
～被害申告は刈り取り前に～～被害申告は刈り取り前に～

　水
稲
の
収
穫
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
共
済
事
故
に
よ
り
減

収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
被
害

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　水
稲
共
済
は
、
加
入
方
式
や
補

償
割
合
に
よ
っ
て
被
害
申
告
の
基

準
が
異
な
り
ま
す
。

　損
害
評
価
の
日
程
等
を
確
認
い

た
だ
き
、
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で

に
、
必
ず
被
害
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
と
な
る

主
な
共
済
事
故

風
水
害
・
干
害
・
冷
害

な
ど
の
自
然
災
害
、
鳥

獣
害
、
病
虫
害

※
薬
害
な
ど
の
人
的
災

害
は
共
済
事
故
と
な
り

ま
せ
ん
。

被
害
申
告
の
注
意
点

〇
刈
り
取
り
前
に
ほ
場
を
よ
く
見
回

り
、
生
育
状
況
や
被
害
の
発
生
状
況

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
基
準
を
超
え

る
減
収
等
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、

被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
被
害
申
告
す
る
と
き
は
、
７
月
上

旬
ま
で
に
お
届
け
し
た
次
の
書
類

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ウンカの被害を受けた水田 イノシシの被害を受けた水田

（別の封筒でお送りした
  場合もあります）

被害申告損害評価損害評価会共済金のお支払い

令
和
７
年

２
月
以
降

書類を
お届けした
封筒

※
刈
り
取
り
後
の
損
害
評
価
は
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
刈
り
取
り
前
に
被
害
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

・
損
害
評
価
の
ご
案
内
の
文
書

　
損
害
評
価
の
日
程
や
被
害
申
告
の

方
法
な
ど
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
水
稲
共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済

　掛
金
等
払
込
通
知
書

　
ご
加
入
の
引
受
方
式
と
補
償
割
合

な
ど
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

03 022024  第41号

半
相
殺
方
式

８
割（
７
割
・
６
割
）補
償
に

ご
加
入
の
場
合

全
相
殺
方
式

９
割（
８
割
・
７
割
）補
償
に

ご
加
入
の
場
合

　
被
害
耕
地
の
減
収
量
の
合
計
が
基

準
収
穫
量
の
２
割
（
３
割
・
４
割
）

を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、

被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
す
る
際
に
、
被
害
耕
地
の
地
名
・
地

番
、
災
害
の
種
類
、
10
ａ
当
た
り
の
見
込
み

収
穫
量
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
減
収
量
が
基
準
収
穫
量
の
１
割

（
２
割
・
３
割
）
を
超
え
る
と
見
込

ま
れ
る
場
合
に
、
被
害
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
告
す
る
際
に
、
被
害
耕
地
の
地
名
・
地

番
、
災
害
の
種
類
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

現
地
調
査

現
地
調
査

　
損
害
評
価
員
等
で
班
編
成
し
、
被

害
申
告
の
あ
っ
た
耕
地
を
、
検
見
ま

た
は
実
測
に
て
現
地
調
査
し
ま
す
。

　
被
害
申
告
の
あ
っ
た
耕
地
と
、
一

部
の
無
被
害
耕
地
に
つ
い
て
、
損
害

の
発
生
状
況
等
を
確
認
し
ま
す
。

税
務
申
告
の

数
値
で
加
入

抜
取
調
査

半
相
殺
方
式

全
相
殺
方
式

全
相
殺
方
式

令
和
６
年
12
月
下
旬
頃

令
和
７
年

５
月
以
降

　
現
地
調
査
を
検
見
で
行
っ
た
場

合
、
調
査
班
の
均
衡
を
図
る
た
め

に
、
任
意
に
抽
出
し
た
被
害
耕
地
を

実
測
調
査
し
ま
す
。

　
県
内
の
損
害
評
価
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
に
損
害
評
価
会
を
開
催
し
、
取
り
ま

と
め
た
損
害
の
額
等
に
つ
い
て
損
害
評
価
会
委
員
が
審
議
し
ま
す
。

　
税
務
申
告
後
、

関
係
書
類
等
の

写
し
を
提
出
い

た
だ
き
、収
穫
量

を
調
査
し
ま
す
。

施
設
計
量
の

数
値
で
加
入

　
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
伝

票
等
の
資
料
の

写
し
や
内
容
証

明
を
提
出
い
た

だ
き
、
収
穫
量

を
調
査
し
ま
す
。

被
害
申
告
か
ら
共
済
金
支
払
い
ま
で
の
流
れ

（
半
相
殺
方
式
・
全
相
殺
方
式
の
場
合
）

お支払いの時期（予定）
「
一
筆
半
損
特
約
」を
付
け
て
い
る
場
合

　
耕
地
一
筆
ご
と
の
減
収
量
が
５
割
を
超
え
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
被
害
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
申
告
の

数
値
で
加
入

施
設
計
量
の

数
値
で
加
入



　
県
内
で
は
、
次
の
よ
う
な
生
物
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
生
物
の
生
態
を
知
っ
て
、
被
害
の

対
策
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
被
害
が
発
生
し
、
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
ど
ん
な
体
？

立
札
設
置
の
お
願
い

立
札
設
置
の
お
願
い

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
損
害
防
止
事
業

　1980年代に食用目的で輸入・養殖されましたが、後に野生
化しました。
　広島県内では、一部沿岸地域で発生しています。

　毛
皮
を
軍
用
に
供
す
る
目
的
で
養
殖
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
、
野

外
に
遺
棄
さ
れ
た
個
体
が
定
着
し
ま
し
た
。

　
被
害
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
立
札
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
立
札
へ
加
入
者
氏
名
、
被
害
耕
地
の
地
名
地
番
、
面

積
、
品
種
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

②
雨
や
夜
露
で
濡
れ
な
い
よ
う
被
害
表
示
の
立
札
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
へ
入
れ
、
被
害
耕
地
が
分
か
る
よ
う
に
、

道
路
か
ら
見
え
や
す
い
場
所
（
耕
地
の
入
り
口
な

ど
）
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
被
害
耕
地
が
複
数
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
場
入

り
口
へ
立
札
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
肥
培
管
理
や
病
害
虫
の
防
除
が
不
適
切
ま
た
は
不
十

分
な
場
合
や
、
鳥
獣
害
の
無
対
策
・
不
備
等
に
よ
る
管

理
不
足
で
、
被
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
共

済
事
故
以
外
に
よ
る
減
収
と
見
な
し
、
一
部
支
払
い
対

象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
設
置
し
た
防
護
柵
の

効
果
を
持
続
さ
せ
る
た

め
、
適
切
な
維
持
管
理

が
重
要
で
す
。
定
期
的

に
見
回
り
を
行
い
、
必

要
が
あ
れ
ば
対
処
し
ま

し
ょ
う
。

〇
防
護
ネ
ッ
ト
（
の
り
網
）
の
取
り
扱
い

　
獣
害
対
策
の
侵
入
防
止
資
材
と
し
て
、
使
用
済
み
の

り
網
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

【
価
格
】
1
枚
６
５
０
円

【
規
格
】
高
さ
１
・
５
㍍

　
　
　
　
×
長
さ
18
㍍
程
度

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
最
寄
り
の
支
所
等
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

立
札
の
設
置
方
法

入り口

道　路

あぜ被害を受けた耕地

定
期
的
に
防
護
柵
を

点
検
し
ま
し
ょ
う

ジャンボタニシ（和名：スクミリンゴガイ）

◎どんな体？
　成貝の殻高は2～7㎝程度。他のタ
ニシ類と比較して、らせん上部の長
さが短く、殻径と殻高がほぼ同じ長
さです。長い触覚を持っています。

◎高い繁殖力
　一匹の年間産卵数は3,000個以上。卵塊は約200～300
個程度の卵からなり、濃いピンク色で、水上の植物体や水
路の外壁に産み付けます。夏季に生まれた貝が秋までに殻
高1～3㎝になり、そのまま土中で越冬します。越冬した
貝は、翌年春に水田の入水とともに活動を再開します。

◎
水
辺
に
住
み
、
泳
ぎ
が
得
意

　
流
れ
が
緩
や
か
な
河
川
や
湖

沼
、
た
め
池
等
の
周
辺
に
生
息

し
ま
す
。
泳
ぎ
が
巧
み
で
、
移

動
は
主
に
水
域
を
利
用
し
ま

す
。
土
盛
り
の
堤
防
や
畔
に
横

穴
状
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
巣

穴
と
し
て
い
ま
す
。
活
動
時
間

は
夕
方
お
よ
び
明
け
方
が
中
心

で
す
が
、
深
夜
や
日
中
に
活
動

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
ど
ん
な
被
害
？

　
田
植
え
直
後
や
出
穂
時
期
の
稲

を
食
害
す
る
ほ
か
、
夏
季
に
は
休

憩
場
所
を
作
る
目
的
で
稲
を
倒
伏

さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

（
野
菜
の
場
合
は
、
巣
穴
近
く
の

植
物
が
枯
れ
る
冬
期
を
中
心
に
、

一
年
を
通
し
て
食
害
し
ま
す
）

ジャンボタニシ

畔際付近に産み付けられた
卵塊（福山市） 取水口付近で食害を受けた水田（福山市）

水田を泳ぐヌートリアと食害を受けた稲
（庄原市）  撮影：ＮＯＳＡＩ広島

（千葉県Webサイトより）
マルタニシ

①水田の取水口にネットを設置し、貝の侵入を防ぐ。　
②田植え後、水位を浅くした栽培管理を行う。
 （水の中を移動しにくくさせ、食害を防止する）
③農薬を適期に散布する。
④貝や卵は見つけ次第、
　注意して取り除く。
⑤冬期に耕うんして、越冬
　している貝を駆除する。

対策

①
田
畑
ま
わ
り
の
草
の
刈
り
払
い
な
ど

に
よ
り
見
通
し
を
よ
く
す
る
。

②
巣
穴
周
辺
の
草
の
刈
り
払
い
を
行
う
。

③
ネ
ッ
ト
や
金
網
な
ど
の
侵
入
防
止
柵

を
設
置
す
る
。

対策

　貝には人体に有害な寄生虫がいる場合が
あり、卵には毒があるため、ゴム手袋やゴ
ミ拾い用トングなどを使用し、素手では扱
わないでください。もし素手で触ったとき
は、せっけんで手をよく洗いましょう。

頭から胴までの
長さ50㎝程度

上下２本ずつの
門歯は大きく、
前面がオレンジ色

小さい目と耳

茶褐色の毛色

尾長45㎝程度

体重4～5㎏程度

後ろ足には水かき

黒く鋭い爪 白色の長いひげ

横から見ると
四角い顔

◎どんな被害？
　田植え後、約３週間までの柔らかく
小さな苗を好んで食害します。
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ヌ
ー
ト
リ
ア

管
理
等
が
不
十
分
な
場
合

支
払
い
対
象
外
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
た
職
員
が
、
獣
害
対
策

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。
防
護
柵
の
設
置

等
に
関
す
る
質
問
や
相
談

な
ど
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
支
所
等
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
調
査
終
了
後
、
立

札
に
「
損
害
評
価

済
」
の
色
札
な

ど
、
印
を
付
け
ま

す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

見
回
り
の
ポ
イ
ン
ト

●
柵
の
外
を
通
っ
て
行
う
。
（
人
が
通
る
こ
と

で
害
獣
の
潜
み
場
所
に
な
り
に
く
い
）

●
防
護
柵
は
斜
め
横
か
ら
点
検
す
る
。
（
隙
間

や
弱
い
場
所
が
見
え
や
す
い
）

●
入
ろ
う
と
し
た
形
跡
が
あ
れ
ば
、
補
修
・
補

強
す
る
。

「野生鳥獣被害防止マニュアル‐特定外来生物編‐（平成22年３月版）」（農林水産省発行）および「野生鳥獣被害防止マニュアル【中型獣類編】（令和６年３月版）」（農林水産省監修）をもとに作成

鳥
獣
被
害
対
策
の
情
報
を
提
供
し
ま
す

こ
れ
ら
に
よ
る
農
作
物

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す

こ
れ
ら
に
よ
る
農
作
物

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す

ご注意ください



審査状況の
確認も簡単
ご自身が行った申請
状況を、リアルタイム
で把握することがで
きます

　
令
和
５
年
の
加
入
者
に
対
し
て
、
県
内
で
は
、
３
２

７
件
に
３
億
２
０
０
０
万
円
余
り
の
保
険
金
等
を
お
支

払
い
し
て
い
ま
す
。
（
令
和
６
年
６
月
末
現
在
）

　
作
付
け
す
る
農
作
物
の
種
類
や
作
付
け
回
数
の
変

更
、
栽
培
を
中
止
す
る
等
で
営
農
計
画
が
変
更
と
な
る

場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
産
物
の
種
類
ご
と
の
販
売
収
入
が
１
割
以
上
減
少

す
る
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に

収
入
保
険
の
支
払
い
実
績

収
入
保
険
の
支
払
い
実
績

加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ

加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
故
状
況
の
写
真
や

根
拠
と
な
る
書
類
を
提
出
で
き
る
よ
う
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
自
動
継
続
特
約
付
き
で
ご
加
入
い
た
だ
い
た
方

へ
、
保
険
契
約
が
開
始
さ
れ
る
４
カ
月
前
に
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら
、
「
自
動
継
続
の
ご
案

内
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
ご
契
約
内
容

を
確
認
い
た
だ

き
、
契
約
の
更

新
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈 

更
新
手
続
き 

〉

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

　
「
契
約
更
新
の
手
続
き
」
ペ
ー
ジ
に
あ
る
二
次

元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
期
日
ま
で
に
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
な
ど

　
同
封
の
「
契
約
の
更
新
手
続
き
の
回
答
用
紙
」

を
利
用
い
た
だ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
電
話
等
に

よ
り
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　
水
稲
23
㌶
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
発
酵
粗
飼
料
）
、

エ
ダ
マ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ア
ズ
キ
、
広
島
菜
を

10
㌶
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
は
、
夏
場
の
長
雨
で
紋
枯
病
と
い
も
ち
病

が
発
生
し
、
「
あ
き
さ
か
り
」
の
収
穫
量
が
平
年
の
半

分
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
収
入
は
大
き
く
下
が

り
ま
し
た
が
、
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
10
月
下
旬
の
降
雹
に
よ
り
、
収
穫
間
近
の

広
島
菜
が
被
害
を
受
け
て
出
荷
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

経
営
全
体
に
占
め
る
広
島
菜
の
売
上
は
わ
ず
か
だ
っ
た

の
で
、
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
、
農
業
経
営

は
い
つ
ど
う
い
っ
た
被
害

を
受
け
る
か
分
か
ら
な
い

と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
経
験
か

ら
、
法
人
を
運
営
し
て
い

く
上
で
、
収
入
保
険
の
加

入
は
欠
か
せ
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

村
田 
広
和
さ
ん

た

む
ら

ひ
ろ

か
ず

（50）

の

声声

加
入
者

農林水産省

関係機関

県市町

NOSAI

自宅のパソコンや
スマホから申請可能

農業者

紙の管理が
不要に
過去の申請情報も利用で
きるため、申請様式を記入
する手間が省けます

時間に関わらず申請
できます

gBizIDを取得

（経済産業省が提供している、行政
  サービスにアクセスできるIDです）

ジービズアイディ

（農林水産関係の各種申請が行えるID
  です。 gBizIDを利用して取得します）

eMAFFプライムを取得

eMAFFのサイトからオンライン
申請スタート

世
羅
町

農
事
組
合
法
人
　
せ
ら
冨
士
屋

気象災害
57％

病虫害
10％

価格低下
1％

病気やけが
2％

鳥獣害
28％

その他
2％

事故原因別割合

令和5年加入者 
保険金等支払い実績
（令和6年6月末現在）

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
収入保険事業

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
利
用
ま
で
の
流
れ

自
動
継
続
特
約
の

ご
案
内
が
届
き
ま
す

事
故
が
発
生
し
た
と
き
は

速
や
か
に
ご
連
絡
を
！

営
農
計
画
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
社
会
や
生
活
を
よ
り
良

く
し
て
い
く
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
農
業
分
野

に
お
い
て
も
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
や
効

率
化
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
か
ら
、
補
助
金
や
交

付
金
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
・
審
査
す
る
シ
ス

テ
ム
「
農
林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
通
称

「
e
M
A
F
F
」
）
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
認
定
農
業
者
制
度
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る

一
部
の
融
資
制
度
の
申
請
な
ど
、
３
３
０
０
以
上
の
手

続
き
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行
う
た
め
に
は
、
「
e
M
A
F
F

プ
ラ
イ
ム
」
の
取
得
が
必
要
で
す
。

☆ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
e
M
A
F
F
プ
ラ
イ
ム
を
利
用
し
て
、
収
入
保
険
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
利
用
設
定
を
行
い
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

e
M
A
F
F
を
利
用
し
よ
う

e
M
A
F
F
を
利
用
し
よ
う

収
入
保
険
の
手
続
き
も

で
き
ま
す
！

収
入
保
険
の
手
続
き
も

で
き
ま
す
！

イ
ー
マ
フ

イ
ー
マ
フ

〈 オンライン申請によるメリット 〉

〈 eMAFFで構築できるネットワーク 〉

 〈
利
用
で
き
る
手
続
き 

〉

・
加
入
申
し
込
み

・
営
農
計
画
の
変
更

・
事
故
発
生
通
知

・
保
険
金
請
求
　
　
な
ど

デ
ー
タ
や
写
真
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
機
能
を
使
う

と
、
税
務
書
類
等
の
提
出
も

手
軽
に
で
き
ま
す
！

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
、

　
付
加
保
険
料
（
事
務
費
）
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　
　
新
規
加
入
者
　
４
５
０
０
円

　
　
継
続
加
入
者
　
２
２
０
０
円

07 062024  第41号

eMAFF

申
告
書

決
算
書

も
ん
が
れ

ひ
ょ
う



　
水
稲
な
ど
の
収
穫
作
業
が
始
ま
る
こ

れ
か
ら
の
時
期
は
農
機
具
の
使
用
頻
度

が
増
え
、
事

故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま

す
。
運
転
等

に
十
分
注
意

し
て
作
業
し

ま
し
ょ
う
。

　
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
最

寄
り
の
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
故
の
連
絡
が
発
生
後
11
日
を
過
ぎ
る

と
、
損
害
の
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
連
絡
前
に
修
理
し
て
し
ま
う
と
、

損
害
の
確
認
が
で
き
ず
、
補
償
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
休
日
に
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
連

絡
先
は
、
農
機
具
共
済
証
券
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
朝
夕
の
涼
し
い
時
に
散
布
し
、
同
じ

人
に
よ
る
２
時
間
以
上
の
散
布
作
業

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
散
布
中
、
め
ま
い
や
頭
痛
が
し
た

り
、
気
分
が
少
し
で
も
悪
く
な
っ
た

り
し
た
人
は
、
直
ち
に
医
師
に
使
用

し
た
農
薬
名
を
告
げ
て
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

●
散
布
後
は
、
散
布
器
具
・
作
業
衣
や

身
体
に
農
薬
が
残
ら
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

飲
酒
は
控
え
て
休
養
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減

収
を
補
償
し
ま
す
。
加
入
の
対
象
は
、

水
稲
お
よ
び
麦
の
耕
作
面
積
の
合
計

が
、
10
㌃
以
上
と
な
る
農
家
で
す
。
加

入
さ
れ
る
場
合
は
、
「
令
和
７
年
産 

麦

共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」
を

11
月
10
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
（
か
ん
き
つ

類
）
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
な
し
に
自

然
災
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
収
穫
前
に
損
害
評
価
を
行
い
ま
す

の
で
、
園
地
の
状
況
を
確
認
し
、
早
め

の
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
臨
時
費
用
担
保
特
約
を
付
帯
す
る

と
、
火
災
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
事

故
で
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
、
損

害
共
済
金
に
一
定
割
合
を
加
え
た
額
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
。
割
合

は
、
10
％
、
20
％
、
30
％
の
中
か
ら
お

選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
こ
の
季
節
は
、
落
雷
に
よ
る
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
多

い
の
が
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
話

機
な
ど
の
家
電
製
品
で
す
。

　
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
ら
、
コ
ン
セ
ン
ト

を
抜
く
な
ど
の
対
策
を
取
り
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
内
の
家
電
製
品
等
の
事
故
を
補

償
す
る
に
は
、
建
物
共
済
の
「
家
具

類
」
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。
「
家
具

類
」
の
み
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
「
建
物
」
と
併
せ
て
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
牛
の
転
入
、
転
出
や
死
亡
、
子
牛
の

出
生
な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
畜
共
済
事
業
や
診
療
業
務

を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
子
牛
へ
の

耳
標
の
早
期
装
着
、
耳
標
が
欠
落
し
た

場
合
の
再
発
行
お
よ
び
再
装
着
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
組
合
家
畜
診
療
所
の
受
付
時
間
は
、

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時
で

す
（
急
患
を
除
く
）
。

　
ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
は
平
日
の
業

務
時
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
。
休
日
・

夜
間
は
急
患
に
対
応
す
る
た
め
、
不
急

の
往
診
依
頼
や
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

家
畜
共
済

農
機
具
共
済

事
故
連
絡
は
速
や
か
に

収
穫
作
業
は
安
全
に

は
暑
い
で
す
も
ん
。
乳
牛
た
ち
は
１

日
の
平
均
体
感
気
温
が
21
・
７
度
を

超
え
る
と
食
欲
が
無
く
な
り
（
乾
物

摂
取
量
の
低
下
）
、
22
・
２
度
以
上

で
や
る
気
が
無
く
な
り
（
泌
乳
量
の

低
下
）
、
25
度
を
超
え
る
と
ど
う
で

も
良
く
な
る
（
危
険
域
）
そ
う
で

す
。
牛
に
と
っ
て
最
も
熱
が
発
生
す

る
行
事
は
「
食
事
（
第
一
胃
内
の
発

酵
が
盛
ん
に
な
る
た
め
）
」
な
の

で
、
た
だ
で
さ
え
暑
い
日
中
は
ま
す

ま
す
食
べ
た
く
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま

す
ね
。
最
盛
夏
や
残
暑
の
時
期
は
、

昼
の
ご
飯
を
少
な
め
に
、
夜
ご
飯
を

多
め
に
し
て
あ
げ
る
と
夏
バ
テ
防
止

に
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
夜
の
空
気
を
食
み
な
が
ら
、
月
夜

と
と
も
に
草
を
噛
む
。
粋
な
牛
の
、

涼
の
愉
し
み
方
で
し
ょ
う
。

　
今
年
の
夏
も
暑
い
そ
う
で
す
。
昼
間

の
気
温
が
35
度
を
超
え
る
こ
と
も
珍
し

く
な
く
な
っ
た
昨
今
。
「
電
力
不
足
の

た
め
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
上
げ
ま
し
ょ

う
」
と
「
熱
中
症
予
防
の
た
め
エ
ア
コ

ン
を
し
っ
か
り
使
い
ま
し
ょ
う
」
の
は

ざ
ま
で
揺
れ
動
く
優
柔
不
断
な
私
で
す

が
、
夏
は
結
構
し
っ
か
り
好
き
で
す
。

夏
の
夕
暮
れ
頃
の
湿
度
の
高
い
、
で
も

少
し
涼
し
く
な
っ
た
風
を
感
じ
る
と
、

小
さ
い
頃
祖
母
の
家
の
縁
側
で
食
べ
た

ス
イ
カ
や
、
部
活
の
後
み
ん
な
で
夏
祭

り
に
向
か
う
前
の
浮
か
れ
た
雰
囲
気
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
水
分
補
給
を

兼
ね
た
「
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
」
を
想

像
し
て
、
日
が
暮
れ
る
の
が
待
ち
遠
し

く
な
る
の
で
す
。

　
私
と
同
じ
く
ら
い
牛
た
ち
も
夜
を

待
ち
焦
が
れ
て
い
ま
す
。
だ
っ
て
昼

金
子 

宗
平

家
畜
臨
床
研
修
所

涼
を
愉
し
む

た
の

６
月
１
日
〜
８
月
31
日

落
雷
事
故
　
共
済
金
請
求
の
流
れ

①
被
災
し
た
家
電
製
品
を
電
気
店
で
確
認
し

て
も
ら
い
、
落
雷
に
よ
る
損
害
の
場
合
は

最
寄
り
の
支
所
等
へ
連
絡
す
る
。

②
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
「
共
済
金
請
求
書
」
と

「
損
害
証
明
書
」
を
受
け
取
り
、「
損
害
証

明
書
」
は
電
気
店
に
記
入
を
依
頼
す
る
。

③
記
入
済
み
の
「
共
済
金
請
求
書
」
と
「
損
害

証
明
書
」
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
提
出
す
る
。

果
樹
共
済

果
樹
へ
の
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
か

農
作
物
共
済

麦
共
済
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

往
診
依
頼
等
は

受
付
時
間
内
に

臨
時
費
用
担
保
特
約
で

補
償
を
厚
く

落
雷
に
備
え
て

加
入
の
見
直
し
を

建
物
共
済

農
薬
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

広
島
県
農
薬
危
害
防
止
運
動

農
薬
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
へ

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
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〈お支払いの比較〉 再取得価額2,500万円の一般住宅を、共済金額1,000万円
（火災共済）で加入。火災事故で損害額600万円だった場合。

（損害額） （再取得価額）（共済金額）

600万円×1,000万円／(2,500万円×0.8)＝300万円…支払額

（損害額） （再取得価額）（共済金額）

（臨費）
600万円×1,000万円／(2,500万円×0.8)＝300万円…①

①300万円×30%＝90万円･･･②※
①300万円＋②90万円＝390万円…支払額

例

※1事故1棟ごとに
　250万円が支払い
　限度になります。

防除衣
長靴

手袋

農業用マスク

ゴーグル（メガネ）

「
広
島
県
農
薬
危
害
防
止
運
動
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り

〇特約なし　掛金7,400円

〇特約あり（臨費30%付帯の場合）　掛金8,700円

はか



　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
は
で
ん
ぷ

ん
が
多
く
含
ま
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
こ
と
か
ら
、

世
界
に
は
主
食
と
し
て
用
い

る
国
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
「
大
地
の
リ

ン
ゴ
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
ビ

タ
ミ
ン
類
が
豊
富
で
す
。
中

で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含

み
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
は
で
ん
ぷ
ん
に
包
ま
れ

て
い
る
た
め
加
熱
し
て
も
壊

れ
に
く
く
、
加
熱
調
理
に
向

い
て
い
ま
す
。
　

一
口
メ
モ

ジ
ャ
ガ
イ
モ

ジャガイモ
ベーコン（スライス）
溶けるスライスチーズ
塩
粗びき黒胡椒
粉チーズ
刻みパセリ

材料（作りやすい分量）

作り方

料理のポイント
★安芸津のジャガイモは皮が薄く、皮ごと食べる料理にお
すすめです。ただ、ジャガイモの芽や皮の緑色の部分に
は、ソラニンという有害物質が含まれているので、注意
が必要です。芽は必ず取り除き、皮が緑色に変色してい
たら、皮をしっかりむいて使いましょう。（日の当たる所
に置いておくと皮が緑色に変色するので、冷暗所に保管
しましょう）

　
東
広
島
市
安
芸
津
町
赤
崎
地
区
の
畑
25
㌃
で
、

「
デ
ジ
マ
」
と
い
う
品
種
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
年
２

回
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
赤
崎
地
区
は
、
鉄
分
な

ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
ん
だ
赤
土
の
畑
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
地
で
栽
培
し
た
デ
ジ
マ

は
、
味
が
濃
く
、
ホ
ク
ホ
ク
し
て
い
て
、
丸
い
形

と
薄
く
滑
ら
か
な
表
皮
が
特
徴
で
す
。

　
７
月
と
12
月
に
、
自
宅
倉
庫
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
ミ
ヤ
モ
ト
ポ
テ
ト
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
や
ス
ー
プ
な
ど
の
加

工
品
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

　南
ア
メ
リ
カ
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
原
産
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
17
世
紀
初
め
に
日
本
に
伝
来

し
ま
し
た
。

　県
内
で
産
地
と
さ
れ
る
安
芸
津
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
栽
培
は
、
明
治
末
期
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
芸
津
の
地
形
・
風
土

が
お
い
し
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
る
の
に
適
し

て
お
り
、
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
昭

和
22
年
に
は
暖
地
向
き
の
研
究
が
始
ま
り
、

そ
の
研
究
が
長
崎
に
受
け
継
が
れ
、
「
出
島

（
デ
ジ
マ
）
」
と
い
う
品
種
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
今
で
は
、
こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
安
芸
津
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
　
　

　

❶ ジャガイモは皮付きのままよく洗い、下を切り
離さないように3～5㎜幅に切り込みを入れる
(割りばしを前後に置いて挟むと切りやすい)。
ベーコンは1㎝幅に切る。
❷耐熱皿に並べ、ふんわりとラップをして600W
のレンジで4分加熱する。
❸切り込みにベーコン、ちぎったチーズを交互に
挟み、塩、粗びき黒胡椒、粉チーズを振る。
❹ オーブントースターで10分焼く。好みでパセリ
を振る。

中2個
2枚
2枚
少々
少々
適量
あれば

「除草剤は使わず、
小まめに雑草を抜
いて育てました」と
宮本さん

調理時間

30 分

ハ
ッ
セ
ル
バ
ッ
ク
ポ
テ
ト

ハッセルバックポテトとは
　ハッセルバックポテトはスウェーデンの家庭料
理。ジャガイモに、こまかく切り込みを入れて焼
くベークドポテトのことです。
　見た目の特徴から「アコーディオンポテト」と
も呼ばれることもあります。

公
益
社
団
法
人
広
島
県
栄
養
士
会

栄
養
士

飯
田 

博
子 

先
生

今
回
の
食
材

ジ
ャ
ガ
イ
モ

東
広
島
市宮

本 
和
典

み
や

も
と

か
ず

の
り

さ
ん 

（48）

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

第
１2 
回

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

腰
の
疲
れ
を
と
る
ス
ト
レ
ッ
チ

肋
骨
周
辺
が
ほ
ぐ
れ
て
呼
吸
が
楽
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
姿
勢
が
良
く
な
る
の
で
、
長
時
間

座
っ
て
い
て
も
疲
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
腕
を

し
っ
か
り
引
き
上
げ
な
が
ら
伸
ば
す
と
、
ウ
エ

ス
ト
を
引
き
締
め
る
効
果
も
。

腰
痛
の
予
防
・
改
善
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
骨
盤
が
締
ま
っ
て
安
定
す
る
の
で
、

立
っ
た
と
き
に
腰
に
負
担
が
か
か
り
に
く
く
な

り
、
腰
が
疲
れ
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

座
り
過
ぎ
や
激
し
い
運
動
に
よ
る
腰
の
疲
れ
を
放
置
す
る
と
、
腰
痛
の
原
因
に
。

腰
の
疲
れ
を
た
め
な
い
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
風
呂
上
が
り
な
ど
の
体
が
温
ま
っ
て
い
る
と
き
に
行
う
と
効
果
的
で
す
。

年
間
購
読
料
5
5
2
0
円

《
試
し
読
み
・
購
読
の
申
し
込
み
は
、

　
最
寄
り
の
支
所
等
へ
》

※
共
済
委
員
さ
ん
、
損
害
評
価
員
さ
ん
な
ど

　

　に
は
購
読
料
の
一
部
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　
農
政
や
農
業
保
険
、
営
農
技
術

や
資
材
に
関
す
る
話
題
の
ほ
か
、

中
国
５
県
を
は
じ
め
全
国
各
地
の

農
家
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
な

ど
、
幅
広
く
、
役
立
つ
情
報
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
発
行

ろ
っ
こ
つ

11 102024  第41号

現
金
集
金
を

廃
止
し
ま
し
た

　
農
林
水
産
省
の
指
導
に
よ
り
、
共
済
掛

金
等
の
現
金
納
入
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
も
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
集
金
業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
掛
金

の
納
入
忘
れ
に
よ
る
保
険
切
れ
の
防
止

や
、
防
犯
・
安
全
の
確
保
、
納
入
手
続
き

の
利
便
性
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
口
座

振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
の
依
頼
書
を

ご
提
出
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
す
べ
て
の
金

融
機
関
（
ネ
ッ
ト
銀
行
含
む
）
か
ら
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
。
指
定
の
依
頼
書
は
支

所
等
に
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
や
む
を
得
ず
振
替
口
座
の
登
録
が
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
指

定
口
座
へ
の
振
り
込
み
ま
た
は
支
所

等
の
窓
口
で
の
支
払
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

協
力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

健
康
運
動
指
導
士

一
般
社
団
法
人
ケ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
普
及
会

監修

黒
田 

恵
美
子

掛
金
の
納
入
は
口
座
振
替
で

も
も
の
内
側
と
脇
腹

ス
ト
レ
ッ
チ

お
尻
ス
ト
レ
ッ
チ

こ
ん
な
こ
と

し
て
る
人

いる
ん
だ
！

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

1 右膝を曲げて、
左足を伸ばし
ます。

1
右膝を曲げて、
左足を伸ばし、
右膝の上に体を
倒して乗せます。

2

お
尻
が
浮
か
な
い
よ
う
に
、両
方

の
お
尻
に
均
等
に
体
重
を
乗
せ

ま
す
。腕
を
上
に
伸
ば
し
な
が

ら
倒
し
て
い
く
の
が
コ
ツ
で
す
。

ポイント

あ
ま
り
お
尻
に
効
い
て
こ
な

い
と
感
じ
る
方
は
、膝
の
角
度

を
少
し
大
き
く
す
る
と
効
き

や
す
く
な
り
ま
す
。

ポイント

左手を前について、右手を
上に伸ばし、そのまま体を
左に倒します。ゆっくり息
をしながら、気持ちの良い
ところで止めてそのまま
20秒キープします。

3 逆側も同様に
行います。

回

数の目安

左右
２回ずつ

回

数の目安

左右
２回ずつ

2 右足を少し内側に入れてお尻を横に下
げ、左膝を床につけるようにして、ゆっく
り呼吸しながら20秒キープします。

3 逆側の足でも
同様に行います。

【
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
と
き
の
注
意
点
】

●
息
を
止
め
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
強
い
痛
み
を
感
じ
る
動
作
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
イ
タ
気
持
ち
い
い
く
ら
い
に
関
節
や
筋
肉
を
大
き
く
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

脇
腹
か
ら
腰
に
か

け
て
、も
も
の
内

側
・
後
ろ
側
が
伸

び
て
い
る
の
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
。

お尻の右側が伸びて
いるのを意識します。



地域の話題地域の話題

新
鮮
な
も
の
を
、
地
域
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
に

限
定
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
の
最
盛
期

は
、
多
い
時
で
１
日
約
20
㌔
を
生
食
用
と
し

て
出
荷
し
ま
す
。
「
１
回
目
の
出
荷
で
買
え

な
か
っ
た
と
い
う
人
に
も
提
供
で
き
る
よ

う
、
１
日
に
２
回
出
荷
す
る
こ
と
も
あ
る
」

と
話
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
広
島
市
古
江
支
店
の
瀬
川
晴
雄
専
門

営
農
指
導
員
は
「
大
下
さ
ん
は
『
悪
い
も
の

は
決
し
て
出
さ
な
い
』
と
い
う
思
い
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
た
め
、
ど
の
イ
チ
ジ
ク
も
品
質

が
高
い
。
大
下
さ
ん
の
生
産
者
番
号
を
指
定

し
て
買
う
方
も
多
い
」
と
評
価
し
ま
す
。

て
、
町
自
慢
の
農
作
物
と
近
年
の
キ
ャ
ン

プ
ブ
ー
ム
に
着
目
。
無
洗
米
２
合
を
真
空

パ
ッ
ク
に
し
た
り
、
在
来
種
ト
ウ
ガ
ラ
シ

を
使
用
し
た
辛
味
調
味
料
を
持
ち
運
び
し

や
す
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
り
と
、
キ
ャ

ン
プ
向
け
に
改
良
し
て
現
在
は
８
種
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
岸
本
恭
子
さ
ん
（
46
）
は
「
統

一
し
た
ブ
ラ
ン
ド
で
売
り

出
し
、
キ
ャ
ン
プ
目
的
の

購
入
者
が
増
え
る
こ
と

で
、
も
と
も
と
の
商
品
の

販
路
拡
大
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
話
し
ま
す
。

　
商
品
は
ジ
ン
セ
キ

ベ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
県
内
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
、
同
町
の

キ
ャ
ン
プ
施
設
「
神
石

高
原
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン
」

で
販
売
。
「
商
品
を
通
じ

て
町
に
興
味
を
持
ち
、

移
住
す
る
人
が
増
え
る

と
う
れ
し
い
」
と
岸
本

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
神
石
高
原
町
で
地
域
お
こ
し
を
目
的
に

活
動
す
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
　
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ
」
は
、
同
町
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や

加
工
品
を
キ
ャ
ン
プ
用
品
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
。
２
０
２
２
年
10
月
に
販
売
を
始

め
、
町
内
外
に
情
報
は
広
ま
り
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
同
町
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
し

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
０
・
５
㌃
で
、
バ

ナ
ナ
を
は
じ
め
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
マ
ン

ゴ
ー
、
パ
パ
イ
ア
、
ア
セ
ロ
ラ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　
退
職
し
た
５
年
前
、
孫
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
と
、
バ
ナ
ナ
の
苗
木
を
一
本

買
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
栽
培
を
始

め
て
３
年
目
で
、
初
め
て
バ
ナ
ナ
を
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
孫
だ
け

で
は
な
く
、
ほ
か
の
家
族
や
知
り
合
い

に
も
「
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で
も
ら
え

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
気
候
が
違
う
地
域
の
作
物
を
栽
培
し

て
い
る
の
で
、
今
も
栽
培
方
法
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、
試
行
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
を
冬
で
も
15
度
以

上
に
保
つ
た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
と
電
気

ヒ
ー
タ
ー
、
断
熱
シ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
夏
は
寒
冷
紗
を
か
け
て
高
温
に

な
り
過
ぎ
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

　
肥
料
は
、
週
に
１
回
、
作
物
の
種
類

に
よ
っ
て
濃
度
を
変
え
た
液
肥
を
与
え

ま
す
。
肥
料
が
足
り
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
葉
の
色
が
黄
色
く
な
っ
て
い
な
い

か
で
確
認
し
ま
す
。

　
水
分
を
保
つ
た
め
、
水
や
り
も
大

切
な
作
業
で
す
。
自
家
用
野
菜
の
畑

も
含
め
る
と
、
毎
日
朝
夕
２
時
間
く

ら
い
か
か
り
ま
す
。

　
お
い
し
く
作
る
た
め
に
労
力
は
惜
し

み
ま
せ
ん
。
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
収
穫

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
地
元
の
農

産
物
直
売
所
で
販
売
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
た
な
作
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

バナナの横で「作ったことのない作物を、研究しながら栽培する
のはとても楽しいです」と話す三宅さん

ジ
ン
セ
キ

ベ
ー
ス

「地域の人と協力しながら、栽培と継承活動を続けていきたい」と大下さん

ジ
ク
農
家
を
受
け
継
ぎ
、
歴
史
あ
る
地
域

の
特
産
品
を
守
っ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
地
域
で
栽
培

　
古
江
い
ち
じ
く
は
皮
が
薄
い
「
蓬
莱
柿
」

と
い
う
品
種
で
、
古
江
地
区
で
は
江
戸
時
代

末
期
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
宅
地
化
が
進

み
農
地
が
減
少
。
40
年
前
は

３
地
区
で
80
戸
ほ
ど
あ
っ
た

生
産
農
家
も
、
現
在
は
23
戸

に
な
り
ま
し
た
。

　
大
下
さ
ん
は
40
代
で
早
期

退
職
し
て
、
２
０
１
３
年
に

就
農
。
現
在
は
７
・
９
㌃
の

畑
で
イ
チ
ジ
ク
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
「
祖
父
母
が
木
を

植
え
、
家
族
で
力
を
合
わ
せ

て
畑
を
守
っ
て
き
た
。
そ
の

姿
を
見
て
育
っ
た
分
、
思
い

入
れ
が
強
か
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　
完
熟
し
た
状
態
で
収
穫
す

る
た
め
日
持
ち
し
な
い
こ
と

か
ら
、
「
そ
の
日
収
穫
し
た

　
広
島
市
西
区
の
古
江
、
高
須
、
田
方
の

３
地
区
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
る
「
古
江

い
ち
じ
く
」
。
近
年
、
農
地
の
減
少
な
ど

で
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者

の
一
人
、
高
須
地
区
の
大
下
裕
史
さ
ん

（
54
）
は
、
祖
父
母
の
代
か
ら
続
く
イ
チ

守
り
、
引
き
継
ぐ
た
め
に

　
こ
こ
数
年
の
異
常
気
象
の
影
響
で
収
量
が

落
ち
た
た
め
、
22
年
に
収
入
保
険
に
加
入
。

「
暑
さ
で
実
の
熟
れ
始
め
が
早
ま
っ
て
い
る

う
え
、
収
穫
で
き
る
期
間
が
短
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
分
収
入
が
減
る
の
で
、
カ
バ
ー
で

き
る
の
は
助
か
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
地
元
小
学
校
の
総
合
学
習
で
、
古
江
い
ち

じ
く
の
歴
史
や
栽
培
方
法
に
つ
い
て
説
明
す

る
な
ど
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
も
努
め
て
い

ま
す
。「
話
を
聞
き
に
来
た
児
童
か
ら
『
古

江
い
ち
じ
く
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
』

と
い
っ
た
感
想
を
も
ら
い
、
励
み
に
な
る
。

後
継
者
育
成
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
昔
か
ら

親
し
ま
れ
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
を
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

８月中旬から10月下旬が収穫期

収穫期の古江いちじく（大下さん写真提供）

「神石高原町には良いものがたくさんあると知ってもらいたい」と岸本さん（左
から３番目）。左からメンバーの三石伸一さん、赤迫瑠奈さん、岸本さん、圓道
正嗣さん

地
元
産
キ
ャ
ン
プ

用
品
で
地
域
お
こ
し

庄
原
市
小
用
町

三
宅 

達
成
さ
ん 

（65）

み
や
け

し
げ

た
つ

神石
高原町 広島市

ほ
う
ら
い

お
お
し
た
ゆ
う
じ

し

特
産
の
イ
チ
ジ
ク

継
承
し
た
い
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①今年優勝を果たした、広島のバス
ケットボールチーム。広島ドラゴン
〇〇〇〇
②準備を整え、その場で待つこと。
自宅〇〇〇
③夏祭りで見かける、色鮮やかな観
賞魚
④ほかの通貨より円の価値が下がっ
ている状態。円〇〇
⑤水をためて、水泳や水遊びに使う
⑦集まって楽器を演奏すること
⑨UFO＝〇〇〇〇〇飛行物体
⑪横になっているうちに寝てしまう
こと
⑫毛が短く、耳や顔の周り、足が黒
いのが特徴の猫。原産国タイの旧
国名
⑭１年経つごとに、取ったり重ねたり
するもの
⑮オリンピックの開催地パリと日本
の〇〇は約７時間
⑯お金のやり取りを帳簿に記録し
て、財産を管理する方法

①容器や箱の口を覆ってふさぐ
もの
③JINSEKI BASEでは、神石高原
町で生産されたものを何用で
販売する？（ヒント：P13）
⑥「許可」または「免許」を意味す
る英語 
⑧水泳や歌、楽器の演奏の途中で
息を吸い込むこと
⑨今まで埋もれていた物事が、初
めて世間に知られること。日の
目を〇〇
⑩食べた物を溶かし、栄養を吸収
しやすい形に変えること
⑫初めに決めたことを最後まで突
き通すこと。〇〇志貫徹 
⑬指揮者が振る棒
⑮田植えして間もない苗を食害
する貝。卵は濃いピンク色で、毒
がある（ヒント:P5）
⑰動画や記事の内容を大まかに
把握できる画像。〇〇ネイル
⑱旅行の〇〇〇に、写真を撮る

タテのカギ ヨコのカギ

⑰ ⑱

⑨

⑮

⑩ ⑪

⑬ ⑭⑫

⑯

①

⑦⑥

⑧

⑤④③②

A

B

D

C

A B C D

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

ヒ
ヨ
ド
リ

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

2
0
2
４
年

９
月
30
日（
月
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
４
２
７
通
の

は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

前
回
の
答
え

ガ ツ ペ イ 　 ゼ ヒ
ク 　 ア ン ト 　 コ
エ ヌ 　 ド リ ヨ ウ
ン 　 ホ ネ 　 ツ キ
　 コ ウ シ エ ン  
イ タ リ ア 　 バ ス
ゴ エ ツ 　 メ イ ジ

JINSEKI BASEの
「商品詰め合わせセット」

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

地域の話題で紹介した神石高原町「JINSEKI BASE」の
神石高原生姜100%のシャンディガフベース、レッド
ペースト、コーヒーをセットでお届けします。（写真はイ
メージです）

63
円

栄
養
士
の
先
生
が
、
毎
回
一
生
懸
命
考

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
♪

●
毎
回
「
す
こ
や
か
レ
シ
ピ
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
私
に
も
作
れ
そ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

体
に
優
し
い
レ
シ
ピ
で
う
れ
し
い
で
す
。

庄
原
市
比
和
町
　
K
さ
ん
（
68
)

飛
行
機
っ
て
見
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
よ
ね
！
ま
た
ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

●
家
族
４
人
で
中
央
森
林
公
園
に
行
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
目
の
前
で
飛
行
機
の
離
着
陸
を
見

た
時
興
奮
し
、
感
動
し
た
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い

出
し
ま
し
た
。    

広
島
市
安
佐
北
区
　
Ｓ
さ
ん
（
49
)

●
合
併
10
周
年
企
画
「
あ
な
た
の
10
年
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
興
味
深
い
企
画
で

し
た
。
若
い
生
産
者
さ
ん
が
信
念
を
も
っ
て
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
に
、
日
本
の
こ
れ
か
ら

の
農
業
に
期
待
が
も
て
ま
し
た
。

尾
道
市
御
調
町
　
Ｍ
さ
ん
（
94
)

そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
、
未
来
を
見
据
え
て

農
業
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
姿
に
、

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
ね
。

今回のプレゼント

9
月
30
日
ま
で

LORO 
Drink Stand

バーガー．
ゴロッケン

高
根
大
橋

瀬
戸
田
水
道

平山郁夫
美術館

SOIL 
Setoda

しおまち
商店街

グランヴィレッジ
瀬戸内しまなみ

高根島

生口島

LOROfarm 370

81

81
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島
の
自
然
を
た
っ
ぷ
り
体
感
！

Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ａ
ｒ
ｍ

　
ミ
カ
ン
の
産
地
・
高
根
島
に
あ

り
、
化
学
農
薬
や
化
学
肥
料
、
防
腐

剤
、
除
草
剤
を
一
切
使
わ
ず
、
愛
情

を
い
っ
ぱ
い
注
が
れ
た
か
ん
き
つ
が

育
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
収
穫

体
験
を
通
し
て
自
然
と
の
触
れ
合
い

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
注
目
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク

（
三
輪
自
動
車
）
に
よ
る
無
料
送
迎
付
き
の
収
穫
＆

生
絞
り
ド
リ
ン
ク
体
験
！
島
の
風
を
思
い
切
り
感
じ

な
が
ら
、
特
別
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
し
ま
な
み
海
道
を
走
る
自
転
車
で
、
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
場
所
を
」
と
３
年
前
、
生
口
島
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
。
今
で
は
多
く
の
サ
イ
ク

リ
ス
ト
が
訪
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
島
民

に
も
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

 

店
の
目
玉
は
、
店
主
の
高
田
さ
ん
夫
婦
が
愛
す
る

歌
手
・
浜
田
省
吾
さ
ん
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
国
産
牛

１
０
０
％
の
パ
テ
ィ
と
県
内
産
の
野
菜
で
作
っ
た

「
プ
レ
ミ
ア
ム
バ
ー
ガ
ー
J
・
B
O
Y
」
。

　
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ご
夫
婦
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
頬
張
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

島
民
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
大
人
気
！

バ
ー
ガ
ー
．ゴ
ロ
ッ
ケ
ン

ロ
ロ
フ
ァ
ー
ム

こ
う  

ね

い  

く
ち

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が、
地域ならではの見所などを訪ねて県内を散策。

今回は尾道市瀬戸田町へ行ってきました。

尾道市瀬戸田町 編

園主の貝原弘真さん

生口島と高根島を
結ぶ高根大橋

尾道市瀬戸田町高根1276-1
【営業時間】11：00～16：00
【定休日】水曜日・他不定休

●ホームページのお問い合わせフォームから事前予約
●一組2名以上、3名まで
●料金　2,000円（税込み）／1名
●かんきつ収穫体験　11月～4月（12月を除く）
　5月～7月はレモンの葉摘み体験（ドリンク付き）

LORO Drink Stand

アクティビティ予約

ホ
ン
ダ
の
カ
ブ
に

乗
っ
て
き
た
人
限
定
の

裏
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
ん
だ
っ
て

ホ
ン
ダ
の
カ
ブ
に

乗
っ
て
き
た
人
限
定
の

裏
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
ん
だ
っ
て

尾道市瀬戸田町瀬戸田142-1
【TEL】090-3407-1153
【営業時間】10：00～15：00
（売り切れ次第終了）
【休業日】雨天・仕入れ日
※SNS（交流サイト）で
　毎日配信

バーガー．ゴロッケン
（BURGER Go Rock’n）

レモン畑とトゥクトゥク

農園の窓口

ハンバーガー２種と
高根島のライムを使ったライムソーダ高田さん夫婦の人柄も人気のひみつ

お客さんが貼った
ステッカーがびっしり

レ
モ
ン
の
葉
っ
て
爽
や
か
で

と
っ
て
も
い
い
香
り
！

レ
モ
ン
の
葉
っ
て
爽
や
か
で

と
っ
て
も
い
い
香
り
！

ロロ ドリンク スタンド

ドリンクスタンドの
手作りレモンスカッシュ
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き
ら
り

　
共
済
委
員
と
損
害
評
価
員
を
務
め

て
８
年
目
で
す
。
地
域
の
た
め
に
な

れ
ば
、
と
い
う
思
い
で
続
け
て
い
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ

る
農
家
の
声
を
聞
く
こ
と
が
多
く
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
、
昔
な
が
ら
の
「
は
で

干
し
」
で
米
39
・
９
㌃
と
、
家
庭
で

食
べ
る
た
め
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め
に
も
、

今
後
も
農
業
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

パ
ー
ト
ナ
ー

た
か

は
し

の
ぼ
る

北
広
島
町

高
橋 
登 

さ
ん 

(74)

　
市
内
の
美
容
室
で
働
い
て
い
ま
す
。
頭

皮
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
ヘ
ッ
ド
ス
パ
も

担
当
し
て
い
て
、
お
客
さ
ん
に
「
気
持
ち

よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
方
に
、
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

　
家
族
が
米
や
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
私
も
楽
し
み
な
が

ら
、
野
菜
作
り
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

肥
田 

さ
や
か 

さ
ん 

（32）

ひ

だ

三
次
市

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
か
た
る
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
と
い
う
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
の
内
容
が
覚
え
の
な
い
こ
と
な
ど
、
疑
わ

し
く
感
じ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第 号41
2024

ご
注
意
く
だ
さ
い

！　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
、
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
農
業
保
険
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ち
ら
を
読
み
込
ん
で

友
だ
ち
登
録
！

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
つ
な
が
ろ
う
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
情
報
を

い
ち
早
く
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！
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